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松
江
市
長
・
市
議
選
、
隠
岐
の
島
町
、
邑
南
町
の
両
町

議
選
が
１
６
日
投
開
票
さ
れ
ま
し
た
。
市
長
選
は
日
本
共

産
党
が
推
薦
し
た
山
崎
泰
子
氏
が
大
健
闘
し
、
市
議
選
で

は
橘
祥
朗
、
吉
儀
敬
子
、
田
中
肇
の
各
氏
が
現
有
３
議
席

を
死
守
し
ま
し
た
。
隠
岐
の
島
町
議
選
で
は
、
村
上
三
三

郎
（
み
さ
ろ
う
）
氏
が
党
議
席
空
白
を
克
服
し
、
邑
南
町

議
選
は
、
米
田
美
佐
男
氏
が
次
点
で
及
び
ま
せ
ん
で
し
た
。 

2017年 

 

 

 

に
届
け
て
、
理
解
し
、
共
感
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
必
ず
伸
び
て
い
け
る
こ

と
を
確
信
し
ま
し
た
」。
松
江
市
で
３

議
席
を
守
り
ぬ
く
こ
と
が
で
き
た
こ

と
に
喜
び
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る

▼
原
発
再
稼
働
の
是
非
が
最
大
の
争

点
と
な
っ
た
松
江
市
長
選
、
市
議
選
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
は
出
口
調
査
で
原
発
再
稼
働

に
つ
い
て
市
民
の
判
断
を
問
う
た
。

結
果
は
「
反
対
」
５
７
％
、「
賛
成
」

４
３
％
。
今
回
、
市
民
団
体
に
支
え

ら
れ
て
大
健
闘
し
た
山
崎
や
す
こ
市

長
候
補
の
得
票
に
は
、
原
発
再
稼
働

ス
ト
ッ
プ
の
市
民
の
願
い
が
こ
め
ら

れ
て
い
る
▼
松
江
市
議
選
は
「
新
人

乱
立
、
読
め
ぬ
情
勢
」（
中
央
新
報
）

と
報
道
さ
れ
る
激
し
い
せ
り
あ
い
の

大
接
戦
。
他
党
の
候
補
が
原
発
再
稼

働
を
推
進
す
る
自
ら
の
立
場
を
隠
す

中
、「
原
発
再
稼
働
を
許
さ
な
い
」「
国

保
・
介
護
の
負
担
を
減
ら
す
」「
安
倍

政
権
の
暴
走
ス
ト
ッ
プ
」
な
ど
の
政

策
を
懸
命
に
訴
え
、
得
票
率
を
伸
ば

し
て
３
議
席
を
守
り
ぬ
い
た
意
義
は

大
き
い
▼
隠
岐
の
島
町
で
は
、
老
人

会
会
長
と
し
て
、
党
支
部
長
と
し
て
、

地
道
な
地
域
活
動
を
続
け
て
き
た
８

３
歳
の
村
上
三
三
郎
氏
が
８
年
ぶ
り

の
党
議
席
空
白
を
克
服
。
候
補
み
ず

か
ら
宣
伝
カ
ー
を
運
転
し
、
街
頭
演

説
す
る
奮
闘
ぶ
り
だ
っ
た
。
邑
南
町

で
は
惜
し
く
も
次
点
、
出
雲
市
で
は

議
席
を
減
ら
す
結
果
と
な
っ
た
。
一

つ
ひ
と
つ
の
た
た
か
い
を
し
っ
か
り

教
訓
に
し
て
次
に
つ
な
げ
て
い
き
た

い
▼
各
地
で
と
り
く
ん
だ
住
民
ア
ン

ケ
ー
ト
に
寄
せ
ら
れ
た
願
い
は
切
実

だ
。
選
挙
戦
で
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
た
く
さ
ん
の
ご
支
援
を
力
に
、

公
約
実
現
に
全
力
を
あ
げ
て
と
り
く

ん
で
い
き
た
い
。
今
後
と
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。 

 
 
 

（
後
） 

「
３
議
席
本
当
に
よ
か
っ
た
」

「
日
本
共
産
党
が
も
っ
と
地

域
に
根
ざ
し
、
あ
た
り
ま
え
の

主
張
を
も
っ
と
市
民
の
も
と
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は
し
な
い
で
ほ
し
い
』
と
い

う
思
い
を
、
私
へ
の
投
票
で

示
し
て
い
た
だ
い
た
。
今
後

も
一
市
民
と
し
て
、
共
闘
し

て
い
た
だ
け
る
政
党
の
み
な

さ
ん
と
一
緒
に
市
政
に
要
求

し
て
い
き
た
い
」
と
語
り
ま

し
た
。 

公約実現の街頭宣伝に立つ（右から）田中、吉儀、橘の各

氏ら（写真上）。支援者に感謝を述べる山崎氏（写真右下） 

 

３
月
２
９
日
の
立
候
補

表
明
以
来
、
島
根
原
発
２
号

機
再
稼
動
反
対
、
く
ら
し
・

子
育
て
応
援
な
ど
を
強
く
訴

え
て
き
た
「
私
た
ち
で
つ
く

る
松
江
の
会
」
の
山
崎
泰
子

代
表
は
２
９
４
１
４
票
を
獲

得
し
ま
し
た
。
得
票
率
は
３

１
・
６
７
％
で
し
た
。 

 

山
崎
氏
は
「
『
原
発
再
稼
働

 
日
本
共
産
党
の
橘
祥
朗
、

吉
儀
敬
子
、
田
中
肇
の
各
氏

は
、
定
数
３
４
名
に
対
し
、

４
１
名
が
立
候
補
す
る
大
激

戦
の
中
、
「
原
発
ノ
ー
」
「
く

ら
し
を
守
る
３
議
席
を
」
と

訴
え
、
現
有
議
席
を
死
守
。

引
き
続
き
、「
議
案
提
案
権
」

を
確
保
し
ま
し
た
。
得
票
率

は
６
・
７
４
％
（
前
回
６
・

２
８
％
）
で
し
た
。
開
票
結

果
は
次
の
通
り
で
す
。 

 

田
中 

肇
（
新
） 

２
４
０
４
票
・
１
９
位 

 

吉
儀
敬
子
（
現
） 

 
 

２
１
３
２
票
・
３
０
位 

 

橘 

祥
朗
（
現
） 

 
 

１
９
３
０
票
・
３
４
位 

 

日
本
共
産
党
県
議
団

（
尾
村
利
成
団
長
）
と
民
主

県
民
ク
ラ
ブ
（
須
山
隆
会

長
）
は
１
１
日
、
絲
原
德
康

議
長
に
対
し
、
島
根
原
発
の

再
稼
働
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
な
ど
の
対
策
に
つ
い

て
、
幅
広
く
調
査
・
研
究
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
県

エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
調
査
特

別
委
員
会
」
を
設
置
す
る
よ

う
要
求
し
ま
し
た
。 

 

尾
村
団
長
は
「
原
発
事
故

が
あ
っ
た
時
、
県
議
会
が
県

民
の
命
、
安
全
を
守
ら
な
い

と
い
け
な
い
。
国
の
原
子
力

規
制
委
員
会
ま
か
せ
に
せ

ず
、
独
自
に
調
査
し
、
安
全

性
を
明
ら
か
に
す
べ
き
。
真

剣
に
議
論
し
て
ほ
し
い
」
と

議
長
が
リ
ー
ド
し
て
設
置
を

呼
び
か
け
る
よ
う
求
め
ま
し

た
。（
写
真
） 

 

日
本
共
産
党
の
村
上
三

三
郎
（
み
さ
ろ
う
）
氏
（
８

３
）
＝
元
＝
が
当
選
し
、
８

年
ぶ
り
に
党
議
席
空
白
を
克

服
し
ま
し
た
。
定
数
１
６
名

に
対
し
、
１
７
名
が
立
候
補

す
る
少
数
激
戦
を
制
し
ま
し

た
。 

 

村
上
氏
は
議
席
を
失
っ
て

以
降
も
、
お
き
支
部
長
と
し

て
、
傍
聴
し
た
議
会
の
様
子

な
ど
を
「
お
き
民
報
」
で
お

知
ら
せ
し
、
町
民
の
間
で
「
自

分
た
ち
の
思
う
こ
と
が
書
い

て
あ
る
」
と
評
判
で
し
た
。 

 

選
挙
中
は
、
▽
国
保
税
の

１
世
帯
１
万
円
の
引
き
下
げ

▽
介
護
保
険
の
負
担
軽
減
、

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
▽
離
島
の

農
林
漁
業
振
興
―
な
ど
を
訴

え
ま
し
た
。 

各
地
の
演
説
に
は
、
人
が

集
ま
り
、「
共
産
党
の
村
上
さ

ん
を
」
と
期
待
の
声
が
広
が

り
ま
し
た
。 

 

開
票
結
果
は
次
の
通
り
で

す
。 

 

村
上 

三
三
郎
（
元
） 

 
 

 

３
６
１
票
・
１
４
位 

 

１
３
日
に
開
か
れ
た
県

議
会
各
派
代
表
者
会
議
と
議

会
運
営
委
員
会
で
の
審
議
の

結
果
、
設
置
は
見
送
ら
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

 

立
候
補
の
決
意
か
ら
投

票
日
ま
で
２
週
間
と
い
う
短

期
決
戦
の
中
で
た
た
か
っ
た

日
本
共
産
党
の
米
田
美
佐
男

氏
（
５
７
）
＝
新
＝
は
、
次

点
で
及
ば
ず
、
党
議
席
空
白

と
な
り
ま
し
た
。
定
数
１
５

名
に
対
し
、
１
７
名
が
立
候

補
す
る
少
数
激
戦
で
し
た
。 

米
田
氏
は
１
７
日
、
役
場

前
で
街
頭
宣
伝
し
、「
公
約
実

現
の
た
め
に
み
な
さ
ん
と
力

を
合
わ
せ
て
が
ん
ば
る
」
と

訴
え
ま
し
た
。 

 

 

開
票
結
果
は
次
の
通
り
で

す
。 

 

米
田
美
佐
男
（
新
） 

 
 

 

２
１
６
票
・
１
６
位 

村上三三郎氏 

米田美佐男氏 
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ま
し
た
。
（
「
新
し
い
松
江
」

よ
り
） 

 

多
田
議
員
―
次
期
介
護

保
険
計
画
を
策
定
す
る
上

で
、
待
機
者
や
介
護
離
職
を

調
査
す
る
必
要
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。 

答
弁
―
調
査
し
て
い
な

い
が
、
国
か
ら
の
指
示
も
あ

り
、
ニ
ー
ズ
調
査
を
考
え
て

い
く
。 

多
田
議
員
―
待
機
者
対

策
に
は
施
設
整
備
が
必
要

だ
が
、
高
齢
者
の
貧
困
が
あ

り
、
保
険
料
値
上
げ
は
で
き

な
い
。
国
へ
支
援
を
求
め
る

べ
き
。 

答
弁
―
機
会
が
あ
れ
ば

実
施
し
た
い
。（
「
ご
う
つ
民

報
」
よ
り
） 

 

２
月
市
議
会
の
最
終
日

で
、
橘
祥
朗
市
議
は
、
中
核

市
の
指
定
申
出
に
係
る
同

意
な
ど
に
つ
い
て
の
委
員

長
報
告
に
対
し
、
反
対
討
論

に
立
ち
ま
し
た
。 

 

橘
氏
は
、
大
合
併
が
推
進

さ
れ
て
自
治
体
周
辺
部
で

大
幅
な
人
口
減
少
が
起
き

て
い
る
時
に
「
地
方
中
枢
拠

点
都
市
構
想
」
を
打
ち
出

し
、
「
中
心
市
」
を
定
め
て

投
資
を
集
中
す
れ
ば
、
い
っ

そ
う
周
辺
部
の
衰
退
に
拍

車
が
掛
か
る
と
し
、
「
道
州

制
へ
の
道
に
つ
な
が
る
危

険
性
が
あ
る
」
と
述
べ
ま
し

た
。
そ
の
上
で
、
中
核
市
移

行
、
原
発
再
稼
働
を
前
提
と

し
た
「
松
江
市
総
合
計
画
」

に
も
キ
ッ
パ
リ
と
反
対
し

い
て
は
「
あ
る
」
が
１
人
、「
な

い
」
が
７
人
、
「
考
慮
中
」
が

３
人
で
し
た
。 

同
会
は
「
今
回
、
選
ば
れ
る

市
議
が
任
期
中
に
島
根
原
発

再
稼
働
の
可
否
を
判
断
す
る

こ
と
に
な
る
。
投
票
の
判
断
材

料
に
し
て
ほ
し
い
」
と
３
月
１

６
日
、
立
候
補
予
定
者
４
１
人

に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
郵
送
。 

３
月
末
ま
で
に
現
職
９
人
、

新
人
２
人
の
計
１
１
人
か
ら

回
答
が
あ
り
ま
し
た
が
、
残
る

３
０
人
か
ら
は
回
答
が
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
回
収
率
は
、

２
６
・
８
％
に
と
ど
ま
り
ま
し

た
。 同

会
の
石
橋
寛
事
務
局
長

は
「
回
収
率
が
低
く
、
意
識
の

差
を
感
じ
る
。
立
地
自
治
体
と

福
田
議
員
―
７
０
代
の

女
性
は
「
年
金
が
少
な
い
上

に
、
介
護
保
険
料
や
医
療
費

の
負
担
増
で
生
活
は
ま
す

ま
す
苦
し
く
な
っ
て
い
る
」

と
話
し
て
い
る
。
く
ら
し
に

つ
い
て
、
ど
う
認
識
し
て
い

る
の
か
。 

ま
た
、
核
兵
器
禁
止
条
約

交
渉
が
３
月
２
７
日
か
ら

国
連
本
部
で
始
ま
る
。
非
核

平
和
都
市
宣
言
を
し
て
い

る
市
と
し
て
、
国
に
条
約
の

締
結
を
求
め
る
べ
き
と
考

え
る
が
ど
う
か
。 

市
長
―
生
活
意
識
は
、
全

国
の
傾
向
と
同
様
に
「
苦
し

い
」
と
推
察
す
る
。
産
業
振

興
と
経
済
的
負
担
軽
減
な

ど
を
実
施
し
、
住
み
よ
い
街

づ
く
り
へ
つ
な
げ
る
。
平
和

首
長
会
議
を
通
じ
、
条
約
締

結
を
国
に
求
め
て
い
く
。

（
「
福
田
か
よ
子
の
ガ
ン
バ

ル
ニ
ュ
ー
ス
」
よ
り
） 

し
て
原
発
が
争
点
と
な
る
べ
き

だ
」
と
語
り
ま
し
た
。 

と き ５月１日（月） 午前９時２０分～ 

ところ 松江プラバホール 

■問い合わせ先 しまね労連 TEL：0852-31-3396 

ア
ピ
ー
ル
は
「
か
つ
て
多
く

の
科
学
者
が
軍
事
に
関
与
し
た

歴
史
を
も
つ
国
、
そ
し
て
唯
一

の
被
爆
国
で
あ
る
日
本
の
科
学

者
は
、
科
学
の
軍
事
利
用
の
非

人
道
性
に
対
し
て
、
最
も
鋭
敏

で
な
く
て
は
な
ら
な
い
」
と
指

摘
。
島
根
大
学
に
対
し
、
▽
軍

学
共
同
へ
く
み
し
な
い
と
い
う

姿
勢
を
明
確
に
し
、
防
衛
省
が

研
究
資
金
を
提
供
す
る
研
究
委

託
制
度
に
応
募
し
な
い
と
明
言

す
る
▽
運
営
費
交
付
金
の
大
幅

増
額
へ
働
き
か
け
を
強
め
る
よ

う
求
め
て
い
ま
す
。 

 

大
平
議
員 

自
治
体
に
示
し

た
今
後
の
艦
載
機
移
駐
の
具
体

的
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
示
せ
。 

 

稲
田
防
衛
相 

移
駐
は
早
け

れ
ば
２
０
１
７
年
７
月
以
降
に
。

具
体
的
に
は
１
１
月
頃
、
Ｆ
Ａ
１

８
の
２
部
隊
が
移
駐
。
１
８
年
１

月
頃
、
Ｅ
Ａ
１
８
Ｇ
部
隊
及
び
Ｃ

２
部
隊
。
同
年
５
月
頃
、
Ｆ
Ａ
１

８
の
２
部
隊
が
移
駐
す
る
。
Ｅ
２

Ｃ
か
ら
部
隊
更
新
さ
れ
る
Ｅ
２

Ｄ
は
、
２
月
か
ら
２
、
３
ヶ
月
移

駐
前
訓
練
を
岩
国
で
実
施
し
、
空

母
に
搭
載
さ
れ
る
。 

 

大
平
議
員 
何
機
が
移
駐
し

て
く
る
の
か
。
岩
国
基
地
全
体
で

配
備
さ
れ
る
航
空
機
は
何
機
に

な
る
の
か
。 

 

稲
田
防
衛
相 

６
１
機
が
移

駐
す
る
見
込
み
だ
。
現
在
、
米
軍

機
が
約
６
０
機
、
自
衛
隊
機
が
約

３
０
機
配
備
さ
れ
て
お
り
、
総
機

数
は
約
１
６
０
機
に
な
る
。 

 

大
平
議
員 

約
１
６
０
機
が

常
駐
す
る
米
軍
基
地
。
東
ア
ジ
ア

最
大
規
模
の
軍
事
基
地
へ
と
大

き
く
変
質
す
る
。
２
０
１
６
年
当

初
計
画
と
変
わ
っ
た
点
を
示
せ
。 

 

稲
田
防
衛
相 

Ｆ
Ａ
１
８
の

４
飛
行
隊
が
す
べ
て
ス
ー
パ
ー

ホ
ー
ネ
ッ
ト
に
更
新
さ
れ
、
Ｅ
Ａ

６
Ｂ
が
Ｅ
Ａ
１
８
Ｇ
に
、
Ｅ
２
Ｃ

が
Ｅ
２
Ｄ
に
機
種
変
更
さ
れ
、
機

数
は
５
９
機
か
ら
６
１
機
に
増

え
る
こ
と
を
見
込
ん
で
い
る
。 

 

大
平
議
員 

ど
の
機
種
変
更

も
騒
音
が
増
え
る
要
素
。
Ｋ
Ｃ
１

３
０
空
中
給
油
機
は
１
２
機
か

ら
１
５
機
に
増
え
て
い
る
。
Ｆ
３

５
Ｂ
も
配
備
さ
れ
た
。
う
る
さ
さ

指
数
７
５
以
上
の
一
種
地
域
は

当
初
見
込
み
よ
り
増
え
る
の
か
。 

 

稲
田
防
衛
相 

質
問
通
告
を

受
け
て
い
な
い
の
で
答
え
ら
れ

な
い
。 

 

大
平
議
員 

当
然
、
答
え
ら
れ

る
は
ず
。
５
０
０
㌶
が
６
５
０
㌶

に
増
え
る
。
東
京
ド
ー
ム
３
２
個

分
、
き
わ
め
て
大
き
な
変
更
で
あ

り
、
住
民
説
明
会
を
開
催
す
べ
き

だ
。 

 

稲
田
防
衛
相 

今
回
は
「
住
民

説
明
会
を
開
催
し
な
い
」
と
の
結

論
に
至
っ
た
。
岩
国
市
か
ら
は
、

説
明
会
開
催
を
求
め
な
い
と
い

う
回
答
が
あ
っ
た
。 

 

大
平
議
員 

自
治
体
が
態
度

決
定
す
る
前
に
、
住
民
の
声
が
反

映
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
不
可
欠

だ
。
説
明
会
開
催
は
、
政
府
に
と

っ
て
最
小
限
の
責
任
だ
。
一
日
も

早
く
、
住
民
説
明
会
の
開
催
を
求

め
る
。 

 

大
平
喜
信
衆
院
議
員
は
２
月
２
２
日
、
衆
議
院
予
算
委
員
会
第
１

分
科
会
で
、
米
軍
岩
国
基
地
（
山
口
県
岩
国
市
）
が
、
空
母
艦
載
機
移

駐
な
ど
に
よ
り
、
東
ア
ジ
ア
最
大
級
の
軍
事
基
地
に
強
化
さ
れ
よ
う
と

し
て
い
る
問
題
を
告
発
。
住
民
の
く
ら
し
や
安
全
よ
り
、
米
軍
の
都
合

を
優
先
す
る
「
日
米
同
盟
第
一
」
の
安
倍
政
権
を
厳
し
く
批
判
し
ま
し

た
。
論
戦
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。 

原
発
ゼ
ロ
を
め
ざ
す
島
根

の
会
は
７
日
、
１
６
日
投
開
票

さ
れ
た
松
江
市
議
選
の
立
候

補
予
定
者
を
対
象
に
し
た
「
島

根
原
発
の
稼
働
の
是
非
を
問

う
ア
ン
ケ
ー
ト
」
結
果
に
つ
い

て
公
表
し
ま
し
た
。 

質
問
は
「
島
根
原
発
２
号
機

の
再
稼
働
」
「
同
３
号
機
の
新

規
稼
働
」
「
避
難
計
画
の
実
効

性
」
「
脱
原
発
、
省
エ
ネ
、
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
社
会
の

実
現
」
な
ど
の
５
項
目
。 

２
号
機
の
再
稼
働
に
は
２

人
が
「
賛
成
」
、
７
人
が
「
反

対
」
、
２
人
が
「
考
慮
中
」
と

回
答
し
ま
し
た
。 

避
難
計
画
の
実
効
性
に
つ

島
根
大
学
（
松
江
市
）
の
教

職
員
有
志
が
こ
の
ほ
ど
、
県
庁

で
記
者
会
見
し
、
「
戦
争
に
つ

な
が
る
関
係
機
関
と
の
共
同

研
究
、
軍
事
・
戦
争
に
資
す
る

研
究
へ
の
参
加
、
協
力
を
一
切

拒
む
」
と
す
る
ア
ピ
ー
ル
文
を

発
表
し
ま
し
た
。 

退
職
者
を
含
む
１
０
７
人

が
賛
同
し
て
い
ま
す
。 


